トラバース測量

観測データ取込（電子野帳）、距離補正計算、基準点網図の自動作成、平均計算及び成果表作成までの一連処理を行います。
トラバース測量と基準点測量トータルシステムの処理は似ていますが、違いをあげますと
	
	基準点測量トータルシステム
	トラバース測量

	水平角データ
	1対回～3対回まで
	1対回～3対回まで

	高低データ
	1対回、直・反データが必要
	1対回、直データのみ必要

	距離データ
	1セット2読定、2セット
	1セット2読定、2セット

	測点数
	１点検路線　―　１００辺以内
	１路線　―　１００辺以内

	路線長
	１点検路線　―　無制限
	１路線　―　無制限


トラバース測量は、軽い感覚で観測ができますが、公共測量作業規程からは外れている項目がありますので、扱いには十分気をつけてください。

トラバース測量は、簡易的な測量（工事用測量、局地測量）等に使用されます。
下記にトラバースの種類について簡単に説明いたします。

　　・　結合トラバース　――　既知点２点を使用するため精度管理はできますが、路線が極端に屈曲していたり、節点数が多い場合、路線が中だるみする可能性があります。

　　・　閉合トラバース　――　観測値の点検はできますが、使用する既知点の位置（標高）がズレていた場合、

新点全体が同じようにズレます。

　　・　開放トラバース　――　既知点及び観測値の点検はできません。やむを得ない場合のみ使用するようにしてください。

　　・　放射トラバース　――　開放トラバースと同じ。

　　＊　計算の制限
　　　　　　　　　 既知点数 ―― 100点　以内
　　　　　　　　　　　路線数　―― 900路線　以内
 　　　　　１路線の測点数　―― 100点　以内
閉合・開放・放射トラバースは、既知点において方向角の取り付けが必要

· トラバース測量と基準点測量トータルシステムは、観測データファイルを共有していますので同じ現場内で両方の計算はできません。

トラバース測量　処理メニュー
[image: image1.emf]
――　観測データ（電子野帳）の取込、観測手簿の作成、手入力を行います。

――　既知点データを入力します。

――　距離補正計算、トラバース計算を行います。

――　成果表を作成します。

――　計算結果の　Ｘ、Ｙ、Ｈ を座標ファイルへ登録します。

――　このメニューで計算された各種結果を表示・出力します。

――　トラバース測量の終了

トラバース測量　観測上の注意
　　網がつながっていれば観測の方向等に制限はありませんが、システム上の理由で下記の注意事項を守って

　ください。

　　　・ 同一測点で２回以上に分けて観測した場合、器械高及び零方向の統一をしてください。
・　測点名（観測点・視準点）　―　半角１０文字以内
・　距離の重複測定は最初に観測された値が採用されます。

　　　・　偏心計算は処理出来ません。

　　　・　トプコン製電子野帳で対回観測を行う場合、視準点名と目標高の入力モードは「一括入力」を指定して

ください。

１．観測データの作成
　　　以下、　「基準点測量トータルシステム、観測データの作成」　の取説を参照してください。

観測データファイルの表示

　　　　　観測手簿より、観測に必要な要素だけを取り込んだファイルです。

        ・　再測不採用の値は、観測データファイルから削除してください。

　　　　　 ・　同一測点で分けて観測した場合は、１回で観測したようにまとめてください。

・　偏心計算は処理できません。

・　重複測定距離は、最初に測定した距離を採用します。不採用値は、観測手簿に抹消理由

 『 重複測定 』 と書いて、削除してください。

・　既知点間及び後視方向の鉛直角の測定は、観測手簿に抹消理由　『 定数点検 』　と書いて削除
してください。

２．既知点データ作成
　　　以下　「基準点測量トータルシステム、既知点データ作成」　の取説を参照してください。

３．トラバース計算
観測データファイルの整理からトラバース計算までを行います。　全ての計算が関連していますので、計算が

正常終了しなかった場合は最初から再計算してください。
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―　観測データファイルの整理を行います。

―　距離補正計算に必要な概算標高の計算を行います。

―　現地測定距離を基準面上の距離、座標上の距離に補正する計算です。

―　トラバースの計算を行います。

―　各種計算メニューの終了

観測データファイル整理

観測データファイルの整理を行います。

既知点の点検計算
既知点間の鉛直角及び距離を測定すると既知点点検計算を行います。
後視既知点に標高が無い場合、辺長のみの点検を行います。
計算辺長・点検辺長は基準面距離です。
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座標の自動計算

「観測データファイルの整理」が正常に終了すると観測データ
の相互関係により、概略の座標計算を自動で行います。

　　　座標の自動計算により「基準点網図」が作成され、データ
入力の手助けをします。
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「基準点網図」　――　　　　　　ツールバーにアイコンが
表示されます。
網図が観測したイメージと異なる場合は、観測データ
ファイルに何らかの異常が認められます。

方向角の取り付け（有り・無し）が混在する場合、座標の自動計算に失敗することがあります。
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概算標高の計算

距離補正計算に必要な概算標高の計算を行います。

結合・閉合トラバースの場合、既知点から既知点まで計算して閉合差の確認を行い
ます。

＊　路線の選定は観測の進行方向にしてください。観測の進行方向と逆の方向に

入力すると両差の値が逆になります。（鉛直角の直観測のみを使用している為）

＊　既知点データに標高が入力されていない場合、概算標高の計算は行いません。
　１．データの作成

　　　　　路線の種類　――　１．結合トラバース

　　　　　　　　　　　　　　　　  ４．閉合トラバース

　　　　　　　　　　　　　　　　  ５．開放トラバース

　　　　　　　　　　　　　　　　  ６．放射トラバース
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＊ 放射トラバースは、１点の開放トラバースと考えてください。

[image: image7.png]FAIEET & T CALGUrvey B

stEEAR: [0 £ [T A [ 8

PIEDHENE

[aF > FE0)

& R®EID

FERRRSRANE P~ -

HEA

E

2

< 1/ 3500

0+ [ 5 " o Bl

20wt [ 4 mfs s

£ )

200 i+ [ 50w N e

S8 : REDHE 0 EAN Li¥d




　　　全観測点の測点名をクリックすると、入力データのリストボックスに表示
されます。又、「基準点網図」の測点をクリックしても入力できます。
＊　「全観測点」　――　観測点のソートを行います。

　　　　　　　　　　　　　　　・ 観測順

　　　　　　　　　　　　　　　・ 名前順

　　　路線ごとに「書き込み」してください。

　　　全ての路線を入力したら「終了」
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　２．概算標高の計算

　　　　　計算結果が表示されます。

　　　　　計算には両差（球差＋気差）を考慮しています。

・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ

・　ｋ ＝ ０．１３３

距離補正計算

現地の測定距離を基準面上の距離、座標上の距離に補正する計算です。

　　　　・　ジオイド高は、既知点の平均ジオイド高を使用しています。

　　　　・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ　を使用しています。

・　平面直角座標上への距離は、既知点の平均縮尺係数を使用しています。

＊　既知点データに標高が入力されていない場合、投影補正・縮尺補正の計算は行いません。
　　　　　　高低角により単に斜距離を水平距離にします。

トラバース計算
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路線ごとに水平位置の計算と標高の計算を同時に行います。

標高の計算は両差（気差＋求差）を考慮しています。

路線の選定は観測の進行方向にしてください。観測の進行方向と逆の方向に

入力すると両差の値が逆になります。（鉛直角の直観測のみを使用している為）

平均次数は、いくら落としても計算はできますが、２次位にとどめておいた方が
無難だと思います。

データの作成

　　路線の種類　――　１．結合トラバース 方向取付（両方）　　４．閉合トラバース
　　　　　　　　　　　　　  ２．結合トラバース 方向取付（片方）　　５．開放トラバース
　　　　　　　　　　　　　  ３．結合トラバース 方向取付（無し）　　６．放射トラバース
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＊ 放射トラバースは、１点の開放トラバースと考えてください。
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全観測点の測点名をクリックすると、入力データのリストボックスに表示
されます。又、「基準点網図」の測点をクリックしても入力できます。

＊　「全観測点」　――　観測点のソートを行います。

　　　　　　　　　　　　　　　・ 観測順

　　　　　　　　　　　　　　　・ 名前順

＊ 結合トラバース方向取付（片方）は、方向角の取り付けのある方
から入力してください。

　　　　路線ごとに「書き込み」してください。

　　　　全ての路線を入力したら「終了」
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トラバース計算

　　　計算年月日　――　今日の日付が表示されます。　　　変更可
　　　閉合差の許容値　――　「表示しない」　「表示する」
計算簿に閉合差の許容値を表示します。
　　　精度区分

　　　　　　　地積図根多角測量　甲一
　　　　　　　地積図根多角測量　甲二
　　　　　　　地積図根多角測量　甲三
　　　　　　　地積図根多角測量　乙一
　　　　　　　地積図根多角測量　乙二
　　　　　　　地積図根多角測量　乙三
　　　　　　　その他　――――　該当する数値を入力してください。
方向角 ： ○″+ □″√n　　 n：測角数

座  標 ： △㎜+ ◇㎜√S　 　S：路線長(m)

閉合比 ： 1/□

標  高 ： ◎㎜+ ▽㎜√N   N：辺数

＊　標高の許容値 ： 未定の場合 0 を入力する。
一度入力された値は変更しない限り保持されます。

　　　「計算開始」で計算結果が表示されます。
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　　　　　計算には両差（球差＋気差）を考慮しています。

・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ

・　ｋ ＝ ０．１３３

参　考
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４．成果表の作成

　　　路線ごとの成果表が作成されます。

＊　既知点のｼﾞｵｲﾄﾞ高は補間計算で求めた値です。原本と照査して元の成果表の値に修正してください。
＊　既知点ﾃﾞｰﾀに標高が入力されていない場合、標高は省略されます。
＊　縮尺係数は成果表全点に対する平均縮尺係数です。
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成果表の表示・出力
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５．座標ファイルへ登録
　　　座標ファイルの登録済み点数と計算された点数を表示します。
　　　登録開始Noを指定してください。
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　　　　チェックをはずすと新点のみ登録します。

＊ 同じ点を重複して計算した場合、最初の点しか登録されません。
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６．各種結果表示・出力

　　　トラバース測量で計算された全ての結果を表示・出力します。

　　　表示・出力したい項目をマウスでクリックしてください。

　　　各項目ごとでも表示・出力はできますが、最後にまとめて出力
した方が無難です。

６-13．成果表の為のＳ・Ｔ計算簿
　　　＊ 成果表の為のＳ・Ｔ計算「出力」上の注意
　　　　　　 (1).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。
６-14．成果表
　　　＊ 成果表「出力」上の注意
　　　　　　 (1).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。
6-15．.基準点網図の作成

　　　　　は、　「基準点測量トータルシステム、各種結果表示・出力」　の取説を参照してください。
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